
 
平成１７年１１月１５日 

経 済 産 業 省          

残留性有機汚染物質（ＰＯＰｓ）検討委員会第１回会合の結果 

について 

 
 １１月７日から１１月１１日まで、ジュネーブにおいて、残留性有機汚染物質（ＰＯ

Ｐｓ）に関するストックホルム条約に基づくＰＯＰｓ検討委員会が開催され、我が国か

ら、北野大 淑徳大学教授が出席しました。会合では、条約の対象物質への追加が提案

された５物質について、次回会合までに、対象物質への追加に値する健康・環境影響が

あるかどうかを検討するための文書（リスクプロファイル）案を作成することが決定さ

れました。今後、リスクプロファイル案の作成に、我が国としても積極的に貢献します。

 
１． 会合概要 

（１）日時 １１月７日（月）～１１日（金） 

（２）場所 ジュネーブ（スイス） 

（３）会合開催の経緯 「残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約」

第８条に基づき、条約対象物質への追加について検討するために設置さ

れたＰＯＰｓ検討委員会の第１回会合 

（４）委員 北野大 淑徳大学教授を含む３１名の専門家 

 

２． 会合の結果概要 

会合では、条約の対象物質への追加が提案された５つの物質について、

提出された資料をもとに具体的に検討しました。その結果、提案された５

物質すべてについて、リスクの概要をとりまとめた文書（リスクプロファ

イル）案を作成し、平成１８年１１月６日～１０日にジュネーブで開催さ

れる次回会合において、条約対象物質への追加に値する人の健康・環境へ

の影響があるかについて検討することとされました。 

 

  各物質についてのリスクプロファイル案作成のための作業グループすべ

てにおいて、北野委員はメンバーになっており、そのうち１物質の作業グ

ループでは座長に指名されております。検討作業には、関係省庁が協力し

てデータの提供や取りまとめ作業などを行い、科学的・客観的な評価がな

されるよう積極的に貢献していきます。 
 

環境省同時発表



＜参考＞  

（１）第１回会合で議論された物質 

物質名 主な用途 提案国 作業グルー

プ議長国 

クロルデコン 農薬 欧州委員会 カタール 

リンデン 農薬 メキシコ 南アフリカ 

ペンタブロモジフェニルエーテル プラスチック難燃剤 ノルウェー オーストラリ

ア 

ヘキサブロモビフェニル プラスチック難燃剤 欧州委員会 日本 

パーフルオロオクタンスルホン酸

(PFOS) 

撥水撥油剤、界面活

性剤 

スウェーデ

ン 

カナダ 

 

（２）今後の手続き 

 第２回会合(平成１８年) 条約対象物質への追加に値する健康・環境への影響の有無

について検討 

 第３回会合(平成１９年)以降 社会経済的な情報を考慮し、締約国会議への勧告につ

いて検討 

 締約国会議(平成２０年以降) 条約対象物質への追加について検討・決定 
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